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Ⅴ.用語・記載の仕方の整理 

・法律用語や医学用語に偏らない。 

 「相当程度の可能性」「予見可能性（注意義務）」

「なんらかの錯誤」「結果回避義務」など、法律用

語を用いた報告書も散見される。結果回避義務に

違反したなどの法的判断の場ではないので、その

場合には「その結果を避けることができたものと

考えられる」などの日常生活で使用されている言

葉をできるだけ用いるようにするのが望ましい。

また、医学的判断を行うものとはいえ、患者遺族

にそのまま渡すことを念頭に置いた言葉選びを心

がける必要がある。 

・当事者の責任につながるような文言 

 医療者として的確な指摘があることは望ましい

が、次のような責任を断定しかねない文言を用い

るときには、なぜそのように判断したかの医学的

判断の根拠及びその根拠のレベルをきちんと示す

必要がある。 

使用方法に注意すべき用語： 

（医療者の行為が）「誤りであった」 

「落ち度があった」 

「問題がある」 

「判断が甘かった」 

・分量 

 事例によって分量に違いはありうるが、１０枚

～２０枚程度に収まることが望ましいと考えられ

る。解剖結果の概要と死因などについては評価結

果報告書においては重要なポイントだけを述べる

にとどめる。解剖結果報告書は別に資料として添

付される。 

・論点の絞り込み 

 一つの事例を多角的にみていくと、様々な論点

や問題が出てくることもある。特に適応や手技の

適切性などについては、様々な仮定条件をもとに

した記載が見られるが、ここでは、当該治療方法

が対象医療機関で行われたことについて標準的医

療としての適応や手技の適切性を判断すれば必要

かつ十分なものとなる。どうしても述べておきた

い他の論点については、最後の提言部分などで述

べる。 

 

VI.添付資料 

・ 評価結果報告書に加えて要点をまとめた「評

価報告書の概要」を作成し添付する。「評価結

果の概要」は一般公表するものであり、作成

にあたって遺族、医療機関の個人情報の漏洩

がないように十分配慮する。 

・ 解剖結果報告書（原則として写真は除く）を

添付する。 
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